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サッカーに関する社会学的研究の動向

一―邦文・英文論文 を対象に して一一

杉山  進

Trends of Studies in Sport Sociology on Soccer

Susumu Sugiyama

Abstract

In this paper the present author tried to clarify the research trends in sport sociology whose

main theme was soccer. Materials used were the total of 32 original papers, in which 19 papers were

written in Japanese and 13 were in English. Each paper was examined and analyzed in terms of its

objects observed, general method applied, area of concerns in sociological study, speci{ic technique

used and groups observed. Following trends were said to be observable.

1. In the Japanese papers it was found that most of the studies approached to their objects in

term of social psychology using questionnaires and that more than half of them treated groups of

players.

2. In the English language papers it was a distinguished feature that four out of 13 papers ap-

plied historical approach, analyzed the relationship between soccer and society/culture, and uesd his-

torical documents as their source materials.

3. In general, it could be said that present sociological studies on soccer might not yet be on a

theory-making stage but still on a data-collecing one; this was especially true in Japan.
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サッカーに関する社会学的研究の動向
一邦文・英文論文を対象にして一

I.目  的

体育社会学あるいはスポーツ社会学における研

究動向についての論文や報告には,「体育におけ

る社会学的研究の動向D」 ,「体育社会学専門分科

会の研究動向a」
,「体育社会学研究の20年0」

,「ス

ポーツ社会学の研究系譜0」
,“ The Sociological

Research Work of Sport in Japan9 ", “Past,

F)resent and Future Perspectives for Research

in Sport SociologyO"が ある。しかし,個別スポー

ツ種目に関する社会学的な研究動向についての研

究はみられない。

本稿での研究目的は,邦文論文と英文論文を対

象に,サ ッカーに関する社会学的研究を整理 し,

研究の動向を明らかにすることである。

このような研究は,研究の性格上実践的目標を

伴なうが,こ こでのそれは,日 本での今後のサッ

カーに関する社会学的研究の発展に役立てたいと

の願いをもつものである。さらに,こ の実践的目

表 1。 論文検索の対象論文

標の意義,つ まり,特定スポーツ種目の社会学的

研究の発展にはどのような意義があるのかについ

ては,次のことだけを述べておく。本研究では,

サッカーを取 り上げたが,あ る特定のスポーツ種

目に関する社会学的研究の発展は,そのスポーツ

の社会学的性格,例えば,サ ッカーによる個人の

社会化の特性,サ ッカーと文化・社会との関連特

性,サ ッカー集団の機能特性などを明らかにする

ことになるであろうということである。しかし,

そのためには,当然他種目との比較検討が必要で

あり,今後の研究課題でもある。(以後,邦文論

文は和論文,英文論文は英論文に各々略す。)

I.方  法

なんらかの方法でサッカーを扱った社会学的な

研究論文を収集 し,1。 出典別,2。 研究対象別 ,

3。 研究領域別,4。 研究方法と調査技術別,4。

調査対象者別に分類 して表に示 し,和論文と英論

文を比較 しながら研究動向を考察した。

論文収集は次の手順で行なった。

1.論文検索の対象文献として,体育学研究,日

文 献 発 行 機 関 号、巻、回大会 年   度 備   考

体 育 学 研 究 日 本 体 育 学 会 1-26 1951-81

日本体育学会大会号 日本体育学会大会主催機関 22-33 1971-82

東 京 大 学 教 養 学 部 1-16 1960-82

東 京 学 芸 大 学 21-34 1970-82 脱,30

東 京 教 育 大 学 9-16 1970-77

筑 波 大 学 1-5 1978-82

群 馬 大 学 教 育 学 部 9-17 1978-81

日 本 体 育 大 学 6-8 1977-79

日 本 大 学 文 理 学 部 12-16 1978-82

早 稲 田 大 学 2-14 1970-82

国 学 院 大 学 5-14 1973-82

東 京 女 子 体 育 大 学 2-17 1967-82 脱, 4, 5

順 天 堂 大 学 2-16,24 1959-73.81 脱,3,4,5,8,14

慶 応 義 塾 大 学 13-21 1973-81

国 士 館 大 学 2-8 1975-82

東 海 大 学 5-11 1973-82 脱, 4, 7

専 修 大 学 1-6 1971-79

静 岡 大 学 教 養 部 1977-81

中 一示 大 学 6-23 1964-82 脱, 7,10,12

京 都 教 育 大 学 8-12 1973-78

大 阪 体 育 大 学 1-13 1969-82

奈 良 教 育 大 学 22-31 1973-82

天 理 大 学 1973-82 脱,74

徳 島 大 学 教 養 学 部 7-15 1973-82

愛 媛 大 学 教 育 学 部 4-5 1980-82

福 岡 大 学 1-8,23, 24 1970-74,82

IRSS ICSS 2-14 1967-79

SpOrt DOKUMENTATION
Bundesinstitut fur

Sportwissenschaft, Koln
1975-82 英論文のみ収集対象



本体育学会大会号,各研究機関発行の紀要,In_
ternational Review Of Sport Socio10gy(以 後 ,

IoRoS.S.に 略す),SportD O K UME N N T A
TIONを 選定 した。

2.各文献に掲載されている論文の中から,表題

に「サッカー」あるいは「フットボール」の見出

しのある論文で,且つ社会学的研究論文であるも

ののみを収集 した。

3。 表題には「サッカー」あるいは「フットボール」

の見出しがない論文でも,内容において,サ ッカー

を扱った社会学的研究論文をも加えて収集 した。

41収集された論文が参考あるいは引用 している

論文を, 2と 3に 照らして収集 した。

5。 内容からサッカー以外のフットボールに関す

る研究論文は除き,同一の研究論文と思われるも

のについては一編のみ取り上げた。

収集された論文,つ まり本研究においては研究
の対象となる論文を発行あるいは発表年度順に,

それらの概要とともに以下に掲げておいた。論文

数は,和論文19,英論文13,合計32で あった。以後 ,

論文は論文記号をもってこれにかえる。

研究対象論文とその概要

和論文

論文

記号

イ.竹内京一  :チームワークの分析的研究―

チャンスについて一,体育学研究,7-1:361,
1963。

チャンスをつ くろうとする集団機能はチーム

ワークの一つの機能であるとの前提から,チ ャ

ンスとはどのようなものかを選手の位置関係か

ら求めようとした実験的研究。

口.井田国敬  :“強い"運動部集団の機能的特

性について一高校サッカー部の事例研究一,体
育学研究,11-5:55,1967。
大阪府下の高校サッカー部員を対象に集団の凝

集性と凝集性を高める条件について調査 した研

究。

ハ◆竹内京一  :集団の大きさの変化による集団

機能の変容について一集団の分節と大きさの変

化について一,体育学研究,13-5:46,1968。
7対 7のゲームにおいて,ボールやゴールの位

置関係から集団の分節化がどのように生 じるか

を観察 した研究。

二.神文雄ほか :ス ポーツ集団の現状と問題 (第
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3報)一サッカー集団一,体育学研究,13-5
:47, 1969。

広島県サッカーリーグ加盟チームを対象に,

チームの沿革,大会参加,コ ーチ,経費につい

てスポーツ集団の現状を調査 した研究。

ホ.三輪守男・清水勝行  :サ ッカー競技に関す

る考察,天理大学学報,61:H4-129,1969。
大学の運動クラブ員を対象に,ク ラブやスポー

ツに対する問題意識を調査 した研究。
へ.田中純二ほか :サ ッカー.ス ポーツ少年団

に関する調査研究 (そ の 1),体育学研究,14
-5 :308, 1970。

全国サッカースポーツ少年団大会出場チームの

選手を対象に,サ ッカー開始年令,入部の動機 ,

入会に対する両親の賛否,指導者,練習,怪我

等についての調査研究。

卜.赤井岩男ほか :中学校サッカー選手につい

ての研究,(1)意識・態度について,日 本体育学

会第22回 大会号 :470,1971。

概要はヌの項を参照。

チ.赤井岩男ほか :中学校サッカー選手につい

ての研究 (Ⅱ )(1)意識態度について,日 本体

育学会第23回大会号 :404,1972。

概要はヌの項を参照。

り.萩原武久  :少年サッカースクールの実態に

ついて (第 1報 )一親と子の参加の意識につい

て一,大阪教育大学紀要,第22巻 :173-180,

1973。

サッカースクールの管理者,加入者と保護者を

対象に,参加の動機を身体性,活動性,意志性 ,

社会性,情緒性に関する項目から調査を行った

研究。

ヌ.堀口正弘ほか :中学校サッカー選手につい

ての研究―意識 。態度について一,日本体育学

会第25回 大会号 :444,1974。

全国中学生大会出場チームの選手 を対象に,

サッカー開始年令,サ ッカーと勉強の両立,サ ッ

カー関心度,練習日数,希望ポジション,動機 ,

選手としての将来の目標,技術の自己診断につ

いての調査研究。

ル.細木磐ほか :社会人のスポーツクラブ存立

要因に関する分析的研究,大阪体育大学紀要 ,

7 :43--51, 1975。

京都の社会人のサッカークラブを対象に,ク ラ

ブの発足・母体・メンバー数・活動内容,指導

者,ク ラブ発展の要件,予想される解散原因に
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ついて調査 し,ク ラブを存立させている要因を

明らかにしようとした研究。

ラ.笹本健 ほか :西 ドイツにおける Fussb

alltrainer System,日 本体育学会第27回 大会号

:472, 1976。

現在の西独の トレーナー制度についての調査研

究。

ワ。大串哲朗ほか :全国高校サッカー大会にみ

る地域性に関する一考察,上智大学体育,11:
62--74, 1977。

概要はレの項を参照。

力.萩原武久  :少年サッカースクールの実態に

ついて (第 2報)一参加後の変化について一
,

大阪教育大学紀要,26:13-2191977。
サッカースクール加入者と保護者を対象に,参
加後の意識の変化を,り と同様の項目から調査

した研究。

ヨ.大串哲朗ほか :サ ッカー指導者に関する研

究,日 本体育学会第28回大会号 :524,1977。

全国大会出場チーム (小・中・高)の指導者と

レベルの低い地域の指導者を対象に,年令,サ ッ

カー歴,指導歴,資格,指導の問題点について

調査 し比較 した研究。

夕.富岡義雄ほか :ヤ ングフットボーラーに対

する実態調査一サッカーに対する意識について

一,東京経済大学人文自然科学論集,49:139
--159, 1978。

全国大会出場チーム (小 。中・高)の選手を対

象に,卜 ,チ ,ヌ と同様の調査項目に,さ らにサッ

カーに関する知識,身についた事柄,傷害等の

項目を加えて調査 した研究。

レ.岩村英吉  :全国中学生サッカー大会の成績

にみられる地域格差に関する研究9順天堂大学

体育研究科修士論文,1978。

全国大会で成績のよかったチームとそうでな

かったチームを対象に,指導,練習,経費,対
外試合等に関する調査を行ない,チ ームを取 り

まく社会的環境の地域性を明らかにしようと試

みた研究。ワは全国高校サッカー大会出場チー

ムを, レは全国中学生サッカー大会出場チーム

を各々対象にしている。

ソ.小宮喜久ほか :中学生サッカー選手のサッ

カーに対する意識及びその進路,順天堂大学保

健体育紀要,24:12-20,1981。
過去に全国中学生大会に出場 したことのある選

手を対象に,卒業後の進路,サ ッカー歴,将来

の目標,サ ッカー継続・不継続の理由,進学・

就職 とサッカー等についての追跡調査を行な

い,選手の動向と大会の果 した役割と問題点を

考察 した研究。

ツ。真栄城勉・田中純二 。笹本良司 :少年サッ

カーに関する研究 (第 1報 )一少年サッカー活

動についての両親の意識―,愛媛大学教育学部

保健体育学教室論集, 5:37-50,1982。
愛媛県の少年サッカースクール,サ ッカース

ポーツ少年団の団員の両親を対象に,練習,指
導,費用,子供への期待,サ ッカー活動後の子

供の変化について調査 した研究。

論文  英論文

記号

ao Cikler,J.: The Rise,the Development

and the Extinction of SOccer Team Of BOys,

IoRoS.S., 2:33-46, 1967。

同 じチームの10～ 13才 の少年 を対象に,約 2年

間,サ ッカーの練習場 0試合,学校などでメン

バーの友好 と敵対について観察 した研究。

bo MihOvi10vi,M.A.:The Status of Former

Sportmen,IoRoSoS。 , 3 :73-93, 1968。

引退選手 を対象に,引退理由,引退の仕方,引
退後の行動,周囲の人々の態度,引退 をスムー

ズにする方策等に関する調査研究 :

Co Heinila,K.:F00tball at the CrOssrOads,

IoRoS.S。 , 4:5-30, 1969。
フットボールを社会体系 (ル ールと規範に支え

られた)と して捉え,その仮説が,現在のフッ

トボールの情況をよりよく理解するのに役立つ

ことを証明した研究,将来のプロとアマチュア

の両極化についても予測をしている。

d. Talaga,J.:An 4tempt tO Define the So‐

cial POsitiOn of F00tball lnstructors and

Coaches in Poland,IoRoS.S., 6 :125-152,

1971。                          
′
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ポーラン ドのコーチ,ス ポーツリーダー選手 を

対象に,コ ーチの競技歴 0転向理由,仕事等に

ついて調査 を行ない,コ ーチの社会的地位 を明

らかにしようとした研究。

e. Elias, No and Dunning,E.:Folk FoOt‐

ball in Medieval and Early MOdern Britain,

in Dunning E。 ,SOci010gy Of SpOrt,  Frank

Cass&COo LTD,1971:116-132。

イギ リスで行 なわれていた中世の民衆 フッ ト

ボールにつ いて, フッ トボールのにない手 で



あつた民衆の宗教,思想,生活心情からフット

ボールの魅力や継承された理由について考察し

た文献研究。

f. Dunning,E.:The Development of Mod―

ern Football, in Dunning, E。 , Sociology Of

SpOrt,1971:133-151。

フットボールの発展段階 (パ ブリックスクール

での教育手段としてのフットボール ルールの

明文化から統一ヘ フットボールの普及 )を ,

その背景であるイギリスの階級性や近代化に伴

なう社会変動から考察 した研究。
g. Elias,No and Dunning,E.:Dynamics Of

Sport GrOups with Special Rleference fo

F00tban,in Dunning,E.,SOci010gy Of SpOrt,

1971 :66-80。  Reprinted frOm The British

Journa1 0f sOci010gy,VOl.17, No.4, 1966。

サッカーのゲームに小集団理論を適用 したもの

であるが,研究の意図は,新たな理論の必要性

をサッカーのゲームの分析から論 じたところに

ある。特に,中心概念である tension‐ balance

の特性や,ルールとの関係について論 じている。

he Lever,J.:SOccer in Brazil,in Talami,J.

T.and Page,C.H.,Sport and SOciety,Lit‐

tle,BrOwn and Company,Boston, 1973:140

-55。 FrOm Trans_action,December 1969:36

-43 ; Original title, SOccer : OpiuII1 0f the

Brazilian PeOple。

ブラジルの地方クラブと大都市 クラブについ

て,活動内容,経営,旋設,入金制度,会員数 ,

プロ選手の技術・報酬・管理・補充に関する調

査をもとに比較 し,ク ラブのプロ化によるブラ

ジルサッカーの発展過程 (地方クラブ→大都市

クラブ→アメリカのプロ)を考察 した研究。

io C)lignet,Ro and Stark,M. :MOdernization

and the Galme Of Soccer in CaIIleroun,

IoRoS.S。 , 3-4(9):81-98,1974。
社会経済的,文化的特性とスポーツ活動の対応

をカメルーンを例にとって考察 した事例研究。

植民地政策から近代化への政治,経済,制度 ,

教育の発展が,サ ッカー (選手,観客,ク ラブ

関係者)に どのように影響 し,ま た逆に影響さ

れたかを考察 している。
j. Tay10r, I.: Spectator Violence around

F00tball一 The rise and fa11 0f the“ working

class weekend" ―, Research Papers in
Physical EducatiOn,3(2):4-9,1976。
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イギ リスの若者労働者の レジャーの過 ごし方

を,歴史的 (彼 らの社会的環境,特に階級性に

ついて)に考察することによって,今後の彼 ら

の レジャーの過 ごし方,そ してフッ トボール熱
の将来に解釈 を試みた研究。

k. Roadburg,A.:Is PrOfessiOnal Football a

ProfessiOn P IoRoSoS。 , 3(11):27-37, 1976。
ス コッ トラン ドの一部 リーグに加盟 している

チームの選手 を対象に,選手が自分達の職業を

どのような意味でプロフェッショナルと考えて

いるかについて調査 した研究。

1。  Gowling,A.:The OccupatiOn Of a PrOfes‐

sional F00tball,MOmentum,2(2):12-18,

1977。

観察によって,プロ選手の仕事観 をつ くりあげ

ている考え方 (幸運,ス キル,自信,体力,性
格 に関する)を考察 した研究。

mo BoOthly,Jo and Tungatt,M.F.:Amatear

SpOrts Club;Their Sahent Feature and Ma_

jor Adrantages,IoRoS.S., 4(13):25-36,

1978。

イギリス Cleverlandの アマチュアスポーツク

ラブについて,ク ラブ紹介者,ク ラブまでの距

離,メ ンバーの年令 0職業・他種目の実施度の

調査 を行ない,ア マチュアクラブの特性とス

ポーツ普及に関してクラブのもつ意義について

考察 した研究。
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考  察

1。 出典

表 2は ,収集された論文を出典別,発行あるい

表 2.出 典 別 分 類

和論文の出典では,体育学研究と日本体育学会

大会号から5編ずつ,紀要から8編 ,そのほか修

士論文から1編あった。しかし,体育学研究に掲

載された論文はすべて日本体育学会発表抄録であ

るから,日 本体育学会発表抄録が10編 という結果

であった。また,論文検索の対象文献以外の出典

による論文数は,和論文で 6,英論文で 6,合計

12あ った。

発行あるいは発表年度からみると,1963年 から

1982年までに渡っているが,1970年以前の論文は

すべて体育学研究掲載論文であった。

英 論 文 の 出 典 で は,IoRoSoS。 か ら 7編
,

Sociology of Sportか ら 3編 , Sport and Socie‐

ty, Research Papers in Physical EducatiOn,

Momentumか ら各々 1編 ずつ あった。IoRoS.S.

は,国際スポーツ社会学会,I.C.S.S。 (International

は発表年度順に示 したものである。収集の範囲を

示すとともに本研究の限界を示すものでもある。

Committee fOr SOciology Of SpOrt)の機関誌で

ある。1966年 に annualで 発行され,1973年から

は quarterlyに なっている。SOci010gy Of Sport

と SpOrt and SOcietyは 論文集である。 g, hは

転載された論文で,originalの 発行年度は, gが
1966年, hが 1969年であった。

2。 研究対象

研究対象別の論文数は次表のとおりであった。

選手を対象にした研究がもっとも多く8,つ ぎに,

クラブ 0部 と集団が 6,指導者とスクールが 3で

あった。

出 献 論  文 発 行 機 関 号 、巻、回大会 年   度

体 育 学 研 究

日 本 体 育 学 会 V01,7-1 1963

11-5

13-5 '68

13-5

14-5

日 本 体 育 学 会 大 会 号

日 本 体 育 大 学 22回大会

チ 福 岡 大 学 '72

東 京 工 業 大 学 '74

東  北  大  学 27  //

山 梨 大 学 28  //

天 理 大 学 学 報 ホ 天 理 大 学 61号

大 阪 教 育 大 学 紀 要 リ 大 阪 教 育 大 学 22巻

大 阪 体 育 大 学 紀 要 大 阪 体 育 大 学 Vol

上 智 大 学 体 育 上 智 大 学

東 京 経 済 大 学 人 文 自然 科 学 論 集 東 京 経 済 大 学 49号

順 天 堂 大 学 保 健 体 育 紀 要 順 天 堂 大 学 24号

愛媛大学教育学部保健体育学教室論集 愛 媛 大 学 5号 '82

順 天 堂 大 学 体 育 研 究 科 修 士 論 文

IRSS

ICSS V01 2

9. 3-4
11,  3

13。   4

Sociology of Sport

Frank Cass&Co LTD

('66),'71

Sport and Society Little Brown and Company ('69 ), '73

Research Papers in Physical Education V01 2, 3

Momentum l V01 2. 2



表 3 研究対象別分類   (○ は重複を示す )

研 究 対 象 和 論 文 数 年  度 英 論 文 数 年  度 計 年度 (和英 )

サッカークラブ・部 ホ,ル,ワ , レ '69,'75-'78 h.m '69,'78 '69,'75-'78

指導者 ヲ, ヨ '76-'77 '71,'76-'77

集 団 4, E, )\, = '63,'67-'69 '66-'67 '63,'66-'69

少年団 へ,② '70,'82 '70,'82

スクール り,力 ,② '73,'77,'82 '73,'77,'82

選 手 卜,テ ,ヌ ,夕 ,ソ

'71-'74

'78,'81
b.k.1

'68

'76-'77

'68,'71-'74

'76-'78,'81

フ ァン(観客 ) '76

のゲームの歴史

の伝播普及

)v- )v . ffi,ffi
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年度からみると,選手を対象にした研究は '68

年から '82年 と収集範囲年度の全体にわたってい

るのに対 して,集団を対象にした研究は, '60年

代にみられたのみで, '70年以降にはなかった。

また,ク ラブ・部,指導者そしてファン (観客 )

を対象にした研究は, '69年 , '71年 と 2編ある

が,多 くは, '75年以降のものであった。東京

オリンピック (1964)を 契機に発足 したサッカー

少年団やスクールを対象にした研究は, '70年 か

ら '82年 にかけて 4年 くらいの間隔で 4編 あっ

た。

次に研究者が,1),学校体育 (教育としてのス

ポーツ),2),社会体育 (レ クリェーションとし

てのスポーツ),3),プロサッカー (仕事として

のスポーツ)の どの分野に関心をもっているかを,

研究対象からみて分類 したのが表 4で ある。1)に

は,学校体育に関連の深い運動部,選手,指導者

に関する研究が含まれる。2)に は,サ ッカー少年

団やスクール,社会人クラブ,選手に関する研究

が含まれる。3)に は,プロサッカークラブやプロ

選手に関する研究が含まれる。

和論文では,1)に 関する論文が,英論文では,3)

に関する論文が各々多くみられ,研究者の関心を

うかがうことができる。日本ではサッカーを「教

育として」扱う傾向が強いが,外国では「仕事と

して」扱う傾向が強いことが理解される。このこ

とは,日 本にはプロサッカーがないこと,外国 (イ

ギリス,ブラジル,ユ ーゴスラビア)では,日 本

の課外活動として運動部が存在 しないことからみ

て当然の現象であるといえよう。

和論文についてみると,菅原と影山が体育社会

学の研究に関して表 4に親似 した内容の報告をし

ている。 菅原つは,1950-64年 までは学校体育
に関する研究が多かったが,1965年以後からは,

社会体育に関する研究が増えてきていることを報

告 している。影山0は ,菅原iと は異なった分類を

しているが,1960-69年においては社会体育関係
の論文数が多いことを指摘 している。

しかし,サ ッカーに関する社会学的研究におい

ては,運動部という学校体育に関連 した分野を

扱った研究が多く,1969-81年にわたり9編あっ

た。また,こ のうち,全国大会出場校を対象にし

た研究が,1971-81年 にかけて 8編 と大部分で

あった。

3。 研究領域

日本体育学会大会での体育社会学 コー ド表に

よつて研究論文を分類 したのが表 5である。

論文数からみると,和論文では,動機・意識・

態度に関する社会心理的研究が11編 ともっとも多
かつた。英論文では,サ ッカーと文化・社会の領

域に属する研究が 7編と全体の半数以上あった。

社会心理的研究は,合計数からみても14/32と もっ

とも多く,つ いでサッカーと文化 0社会の領域が

12/32と 多かった。

年度からみると,社会心理的研究は,1968-82
年と長期にわたっているが,サ ッカーの構造の領

域,特に集団に関する研究は,1969年以前だけで,

表 4 研究者の関心分野

関 心 分 野 和 論 文 数 年  度 英 論 文 数 年  度 計 年度 (和英 )

1)学校体育
ホ ,卜 ,チ ,ヌ ,ソ

ワ, ヨ, 夕, レ
'69-'81. '69-'81

2)社会体育
二,へ ,り ,ル

カ, ツ
'69-'82. '69-'82.

3)プロサッカー b.ho k。 1 '68-'69,'76-'77 '68-'69,'76-'77



網 和 論 文  1数 年 度 英論文 1 数 1 年 度 計 年度 (和英 )

サッカーと文化 。社会

文

ヲ

ワ レ

75-'78

上

ｆ
，

ｉ
，

ｊ

一
ｄ

一
　

一
ｈ
，

ｍ

'68-'71

'76

'68-'71

'75-'78

社 会 変 動

社 会 成 層

度

管理・運営・組織

指 導

地 域 社 会

サ ッカーの構造

マ ナ ー 。規 範

4/\=
'63

'68-'69
'66-'69

'63

'66-'69
集 団

サッカーの社会心理的研究

凝   集   性

ホ ヘ トチ リ

ヌ カ タ ソ ツ
'69-'82 b,k

l

'68

'76-'77
14 1 '68-'82

動 機 意 識 態度

パーソナリティ
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表 5。 研究領域別分類

1970年以降みられない。サッカーと文化 0社会の

領域では,英論文は1968-71年 に,和論文は1975

-78年に各々発行あるいは発表年度が集中してい

る。

研究の分化という観点からみると,和論文19編

あるが,和論文数は英論文数の1.5倍 であること,

和論文の約 6割がひとつの目に集中していること

から考えて,外国の研究者の方が日本の研究者よ

りも関心が分散しており,研究領域の分化の程度

が幅広いのではないかと思われる。
表6.研究領域の区分と著書・論文数 (菅原による)

のうち10編が,動機・意識・態度に集中し,残 り

の 9編が,制度,管理・運営・組織,指導,地域

社会,集団,凝集性の 6つ の目に該当している。

英論文は,社会変動に 3編あるが,その他は,文

化 0社会成層,管理・運営・組織,マ ナー 。規範 ,

集団,動機・意識・態度・パニソナリティとやは

り6つ の目にわたっている。

和論文も英論文も,該当する目数は 7で同じで

菅原0は
,表 6に あるように1977年までのスポー

ツ社会学での内外の著書,論文について同様の分

類をしている。

研 究 領 域 (案隻察)   (暑分業要窺)

I.体 育・スポーツの基礎理論

1.総説,一般,原理

2.研 究法

Ⅱ.体 育・スポーツ・ プレイと文化,社会

1.総説一般,原理

2.文 化,文化圏,民族,国家

3.文 化変容,社会変動

4.社 会成層,社会移動,人 口

5。 政治,制度,行政,企画管理,運営,組織,施設

6.教 育,学校,指導,教師,(学校運動部,ク ラブ→Ⅲ 3)

7.宗教

8.地 域社会,都市,農村,家族

9。 経済,労働,職場

10。 マス・コミュニケーション,マ ス・メディア

H.レ ジャー, レクリェーション (地域社会,都市,農村,家族 レクリェーション→ Ⅱ8)

Ⅲ.体 育,ス ポーツ・プレイの構造

1.総説,一般,原理

2.マ ナー,規範,価値

3.集 団

4.大 会,選手

Ⅳ.体 育,スポーツ 0プ レイの社会心理的研究

1.総説,一般,原理

2.モ ラール,集団意識,凝集性

3.社 会的性格,パ ーソナリティ,動機,意識,態度,イ メージ,行動

4.社 会的発達,社会化

V。 社会問題,婦人,老人

56

11

58

37

26

17

47

73

10

50

25

15

71

64

36

79

17

10

19

60

23

22

28

7

30

12

7

29

47

4

31

16

7

28

39

28

66

12

1

8

22

2

6



収集数は,全体で826,そ のうち日本人研究者
によるもの431で ある。研究領域の大項目別に多
い順は,全体,日 本とともに,Ⅱ ,体育・スポーツ 0

プレイと文化,社会 (全体 :429,日 本 :212),Ⅲ
,

体育 0ス ポーツ 。プレイの構造 (全体 :196,日

本 :145),Ⅳ ,体育・スポーツ・プレイの社会心

理的研究 (全体 :112,日 本 :33)で あり,サ ッカー

の場合との傾向の違いがみられる。

さらに詳 しく小項目別分類でみると,Ⅲ の 3,

集団に関する論文数が全体で79,日 本のもの66と

非常に多く,日 本の社会心理的研究論文数の 2倍
,

Ⅳの 3,パーソナリティ9動機,意識,態度に関

表7
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する日本人研究者による論文数の 3倍である。菅

原が,学校の運動部に関する論文を集団に分類 し

ている事情を考慮 しなければならないが,Ⅳの 3

に該当する論文数は,日 本の場合,全体の1/20と

少ない。

収集数,年度,研究分野等の範囲の違いや分類

基準の違いによることも考えられるが,菅原の報

告と比べてもサッカーに関する研究論文において

は,社会心理的研究が多いことがわかる。

4。 研究方法と調査技術

研究方法の分類については定まった考え方がな

いが,こ こでは表 7の ように分類 した。

研究方法別分類

研 究 方 法 和 論 文 数 年  度 英 論 文 数 年  度 計 年度 (和英 )

歴 史 的 方 法 67,'71,'76. '67,'71,'76

事例的 ロ ニ ヲ 67,'69,'76. Cghi '66,'69,'74. '66-'69,'74-'76.

統計的
ホヘトチリヌル

ワカヨタレソツ
'69-'82 bdkm

'68,'71.

'76,'78.
'68-'82

そ の 他 '63,'68. '63,'68,'77

上の表は,ブラウン°の社会調査法の 3方法を

引用 して作製 したものであるが,ブラウンとは

異った分類基準を設けた。

基本的には,あ る事柄を明らかにするのにどん

な方法を用いているかを基準にした。統計的方法

と事例的方法については,社会学辞典から次のよ

うに規定 した。統計的方法とは,「集団的現象一

般を反映するデータの処理方法を用いて行なう研

究法9」 であり,事例的方法とは,「一つあるいは

少数の社会単位 (個人,集団,地域社会)の生活

過程を,社会的文脈の中において詳細に記述 し,

それによって一般的法則を見出そうとする方法
10し であるとした。

しかし,こ こでは,事例的方法をより拡大解釈

し,事例的方法とは,様々な水準でサッカーやサッ

カーに関する事柄を例として,ス ポーツ現象や社

会現象を研究する方法であるとし,次のような論

文を含むものとした。①,表題に「事例的研究」
とある論文,②,表題と内容から考察して,ス ポー

ツ全体を問題にしながらも,そ の例としてサッ

カーを取り上げた論文,③,あ る社会的事実,理
論の適用,検証の手段として,サ ッカーあるいは

サッカーが内包する事柄を例として取り上げた論

文,④,サ ッカーに関する社会的事実をある国を

例として取り上げた論文。

事例的研究の規定に関するこれらのことから,

個別スポーツ種目であるサッカーを取り上げるこ

との意義についての傾向がうかがえる。

○,サ ッカーそのものを問題にして,単に社会
学的な調査技術を用いた研究なのか,① ,サ ッカー

をスポーッ現象あるいは社会現象の中の一つの現
象として捉えるような全体的システムを前提とし
た研究なのかという区別である。これは,研究の

動機,意義,展望についての傾向であるが,明確
に述べた論文は極めて少なかった。その中で,デュ
ルケームの理論を,特定の国,特定のゲームを例
にとって検証している iの論文が⑤に属する研究
であつた。残りの事例的方法を用いた研究は○に

該当する研究であった。

表 7か らもわかるように,統計的方法を用いた

研究論文数は全体で18,和論文で14と 非常に多く,

発行あるいは発表年度も長期にわたっている。そ
れに比べ,歴史的方法を用いた研究論文数は4で

,

和論文にはみられなかった。事例的方法を用いた

研究論文数は 7で,和英両論文にみられた。歴史

的方法による研究,事例的方法による研究とも,

年度では,1960年代の後半と1970年代の中頃にみ

られた。

表 8は ,調査技術別に論文を分類 したものであ

る。
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表 8.調査技術別分類 (○ は重復 を示す )

和論文では,質問紙を用いた研究がもっとも多

く,そのうち質問紙のみを用いた研究論文数は13

であったぎ英論文では,記録的資料を用いた研究

論文がもっとも多くあった。質問紙と面接,面接

とソシオメ トリー,面接と記録的資料といった調

査技術の併用がみられたが,面接を用いた研究に

他の技術を併用する傾向がある。また,調査技術

の併用についての和英論文の比較からみると,和
論文で 2編,英論文で 3編 と,英論文の方が多かっ

た。

調査技術が,よ り正確なデータを得るためのも

のであるならば,調査技術の併用,特に質問紙と

他の調査技術の併用は,データの処理の段階にお

いて,他の調査技術から得られたデータと比較 ,

検討ができ考察にも役立つことから必要ではなか

ろうか。

和論文の場合,「社会的関心の拡大と処方箋を

得るHり という実践的,政策的な目的をもつ実態

調査 (social survey)が 表題からみて 3編 (り ,力 ,

表9 調査対象者別分類

選手を調査対象にした和論文数は13,英論文数
は 4で あったが,英論文はすべてプロ選手を調査

対象にした研究であった。

プロ選手を調査対象にしたのは,イ ギリス,ユー

ゴスラビアとサッヵ―の盛んな国の研究者たちで

ある。プロ選手を調査 しようとする背景としては,

研究者の個人的関心もあるが,アマチュア選手に

比べて,社会的関連性が強く,ま して,サ ッカー

夕),内容からみて 9編 (二 ,ホ ,へ,卜 ,チ ,ヌ ,

ヨ,ソ ,ツ ),合計12編あった。これに比べて,「社

会学的理論をつくり出そうとする科学的研究認し

である sOcial researchは みられなかった。竹之

下は social surveyと sOcial reserchに 関 して次

のように述べている。「二つのタイプの調査のい

ずれも重要であるが.researchの 方をより重要視

すべきではなかろうか。 …̈…・しかしながら実証

的研究の貪弱な現状においては,仮説を立てるだ

けでも容易でないから,そ のためにだけ役立つ調

査があってもよい。1助」逆に考えると,サ ッカー

に関する社会学的研究は,実証的研究の貪弱な現

状にあるといえよう。

5。 調査対象者

研究対象への approachの ため調査対象者をだ

れにしているかについて示 したのが表 9である。

これは,調査対象者を明確に限定できる研究論文

のみについて分類 したものである。

(○ は重複を示す )

の与える社会的影響の強い国では,よ り社会的関

連性が明確であるということから,社会学研究上

取 り扱い易いのではないか,あ るいは,引退選手

を扱った研究論文にもみられるように社会問題と

なっているのではないかと考えられる。

その他の調査対象者として,指導者,親,フ ァ

ン (観客 ),ク ラブ管理者があった。選手を取 り

まく間接的関与者としては,そ の他に,報道関係

調 査 技 術 和  論  文 数 年 度 英 論 文 数 年   度 計 年度 (和英 )

観 察 '63, '68 '67, '77 '63, '67-'68, '77

質  問  紙 '69-'82 ①,d,① '68, '71, '78 '68-'82

面 接 ①,○ '67, '69 ①,① ,k,① '68-'69, '76-'78 67-'69, '76-'78

記 録 的 資 料 '76 c,e,f,g,① ,i,j '66-'76 '66-'76

ソシオメトリー ○ 1

調 査 対 象 者 和 論 文 数 年  度 英 論 文 数 年  度 計 年度 (和英 )

選手

プロ
現  役 76-'77 '76-'77

引  退 1 1

アマチュア イヽ 学 生 へ①②②② '70-'82 1 67,'70-'82

中 学 生 トチ①ヌ②② 71-'78 71-'78

高 校 生 口②② 67,'78-'81 '63,'78-'81

大学生。社会人 ○ホル② '69,'75,'81

指  導  者 ワ ヨ  レ '77-'78 1

親 ①②② '73,'78,'82 73,'78,'82

フ ァン (観客 ) 1

クラブ管理者 O① '68,'73 h.m '73,'78 '68,'73,'78



者,大会役員,0.B.会員,後援者,同級生など
が考えられるが,調査対象者としてはなかった。
年度からみると,選手を調査対象者にした研究

論文は,1960年 代後半から1980年代にかけて収集
範囲年度の全体にわたってみられた。指導者,親
を調査対象にした研究論文は1970年代に,フ ァン

(観客)を調査対象とした研究論文は1976年にみ
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られた。間接的関与者を調査対象者にした研究論
文が少ないので,は っきりとはいえないが,調査
対象者として,間接的関与者は選手よりも比較的
後になってあらわれてきたのではないかと推測さ
れる。

次に調査対象者と研究対象の比較からみたのが

表10で ある。

表10 調査対象別・研究対象別分類

選  手 指 導 者 ファン(観客 ) ク ラ ブ・部 少 年 団 ス ク ー ル 集  団

選   手 リタトチヌソbkl ホ   ル ヘ   ツ カ   ツ

指 導 者 ヨ  d ワ    レ

ファン (観客 ) J

クラブ管理者 h m

親 リ カ ツ

上の表にみられるように,研究対象と調査対象

者が同一の研究論文が多い。当然ともいえるが,

力, りのようにスクールを研究対象にして,選手

以外に親やクラブ管理者をも調査対象者にした研

究論文もある。その他に複数の調査対象者をもつ

研究論文として,ツ ,二があったが,ス クールを

研究対象にした研究論文にこの傾向がめだった。

またソは現役とO.B。 選手を,ヨ は強いチームの

指導者と弱いチームの指導者を対象者にしてい

表‖.実態調査研究論文と各分類項目

研究対象は選手が多いが,ス クール,少年団,

クラブ・部,指導者,集団にもみられる。研究領

域は動機・意識・態度の社会心理的研究,研究方

法は,統計的方法,調査技術は質問紙,調査対象

者は選手なかでも小中学生が多い。

る。

以上表10か ら,研究対象に対する視点が一方に

偏することなく,多角的に研究対象をみるために

も,調査対象者が多様化する必要があるのではな
いかと考える。

6。 まとめ

下の表は実態調査研究である和論文を,研究対

象,領域,方法,調査技術,調査対象者からみた

ものである。

概ね,選手の動機 。意識・態度に関して質問紙

を用い,統計的方法による実態調査であるといえ

る。

以上の考察をまとめたものが表12で ある。

暮                  文
ホ ト チ リ

研 究 対 象

サッカークラブ・部 ○

指 導 者 ○

集   団 ○

少 年 団 ○ ○

ス クー ル ○ ○ ○

選   手 ○ ○ ○ ○ ○

研 究 領 域

指 導 ○

集 団 ○

動機 。意識・ 態度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

研 究 方 法
事 例 的 方 法 ○

統 計 的 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

調 査 技 術
質 問 紙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

面 接 ○

調 査 対 象 者

小   学   生 ○ ○ ○ ○ ○

中 学 生 ○ ○ ○ ○ ○ ○

校 生 ○ ○

大 学 生 0社 会 人 ○ ○ ○

親 ○ ○ ○

ク ラ ブ 管 理 者 ○

指   導   者 ○



出 典

~~~      
和  論  文   19編

日本体育学会発表抄録 、多い。ЮЮ年代か 粥 要増 える。

1963-1982                    _____

英  論  文   13編

I.R.SS.か ら多い。'67-'78に かけて 7編 。

1966-1978
発行、発表年度

研 究 対 象

社会心理的研究、特に動機・意識・態度に多い。

統計的方法、多い。

選手、クームの歴史、伝播、晋及か比較日」夕い。

プロサ ッカー。

サ ッカーと文化 。社会に多い。

十 だ ブ ⌒ 十 辻 ′ヤ衝 生 口 太 L肝 べ 麻 申 的 古 法 の 名 い こ た が 特 色

関 心 分 野

研 究 領 域

研 究 方 法
記録的資料多い

調 査 技 術 質問紙、多い。他の技術との併用少ない

調 査 対 象者
プロ選手 が比較的多い

そ  の  他
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表12.ま

Ⅳ。結  論

サッカーに関する社会学的研究の動向について

考察 してきたのが,動向の要点をまとめると次の

ようにいえるであろう。

1。 サッカー実践での中心的存在である選手の動

機・意識・態度について質問紙を用いた社会心理

的研究が,収集範囲年度の全体にわたって行なわ

れていた。この傾向は特に和論文に多くみられた。

2.英論文の特色としては,サ ッカーと文化,社

会の関連性を問題にした歴史社会学的研究が比較

的多くみられたことである。

3。 和論文で,実態調査が多かったこと,調査技術 ,

調査対象者において問題があること,研究領域が

集中していることからみて,日 本でのこの分野の

研究は,理論構成以前の調査データを蓄積 してい

る段階にあるといえる。
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